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ギニア月報（2018年 2月） 

 

 

１ 内政 

・ １日，コンデ大統領は，ファラナ市（高地ギニア）を訪問。ファラナ地方病院内に建設された疫学センタ

ー竣工式及び市民対話ミーティングに出席。 

・ ４日，ギニア国内全ての地方自治体において，地方選挙実施。 

・ １２日，サイード・フォファナ元首相が，政府と市民社会との間の仲介を行う，共和国調停者（Médiateur 

de la République）に任命される。 

・ １２日，教職員組合は，全国規模のストライキを開始。 

・ ２７日，コンデ大統領は，１２日から続いている教職員組合ストライキ解決に向けて，同組合のスマ事務

局長と大統領官邸にて面会。面会の結果，翌２８日からの交渉に向けて，政府内に担当委員会設置。 

 

２ 外政 

・ ２日，ニャシンベ・トーゴ大統領とヴァス・ギニアビサウ大統領がコナクリ市にてコンデ大統領と会談。 

・ ９日，平成２９年度草の根・人間の安全保障無償資金協力「マタム・リド第二小学校改修計画」Ｇ／Ｃ署

名式実施。 

・ １３日，コロマ・シエラレオネ大統領がギニアを公式訪問。 

・ １４日，当地国連事務所にて，ワカナ国連常駐代表主催にて定例のドナー会合（ＣＣＣ：Cadre de 

Concertation et de Coordination）開催。 

・ ２２日，大統領令によりファトゥマタ・カバ（Mme. Sidibe Fatoumata KABA）駐エチオピア大使兼ＡＵ常

駐代表が，国連常駐代表に任命される。カバ新国連常駐代表は，元外相（2005～2006 年）で，2013 年よ

り，駐エチオピア大使兼ＡＵ常駐代表を務めている。 

主な出来事 

【内政】 

● ４日，ギニア国内全ての地方自治体において，地方選挙実施。 

● １２日，教職員組合は，全国規模のストライキを開始。 

【外政】 

● ２日，ニャシンベ・トーゴ大統領とヴァス・ギニアビサウ大統領がコナクリ市にてコンデ大統領と会

談。 

● １３日，コロマ・シエラレオネ大統領がギニアを公式訪問。 

● ２２日，大統領令によりファトゥマタ・カバ（Mme. Sidibe Fatoumata KABA）駐エチオピア大使兼Ａ

Ｕ常駐代表が，国連常駐代表に任命される。 

● ２８日，ＪＩＣＡギニアフィールドオフィス開設セレモニーが，日本大使公邸で開催され，ユラ首相

及びディアロ計画・国際協力大臣等政府要人のほか，主要外交団及び国際機関関係者が出席。 

【経済】 

● １１日にインドのニューデリーで開催された国際太陽光同盟（Alliance solaire internationale：ＡＳＩ）

第一回首脳会合に，トゥーレ外相，キュルティス投資庁（ＡＰＩＰ）長官等が，コンデ大統領に代わ

り出席。 
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・ ２２日，日本大使公邸にて，平成２９年度草の根・人間の安全保障無償資金協力「レルマ県ラフ区４小学

校における水・衛生環境整備計画」Ｇ／Ｃ署名式実施。 

・ ２３日，アフリカ・ライスとの間で，平成２９年度補正予算による「自然災害等を背景とした社会不安お

よび飢餓の発生を防ぐためのイネ種子生産および配布を通じた支援」計画の口上書署名式実施。コンデ農

業省次官，ベアヴォギ・ギニア農業研究所所長等が同席。 

・ ２６日，コナクリ市内の国民保護局（治安・国民保護省管轄）にて，藤沢市寄贈による消防車５台及び救

急車１台の寄贈式開催。迫駐ギニア日本大使，カマラ治安・国民保護大臣のほか，シラ・在京ギニア大使，

警察事務局長，国民保護局長等が出席。 

・ ２８日，ＪＩＣＡギニアフィールドオフィス開設セレモニーが，日本大使公邸で開催され，ユラ首相及び

ディアロ計画・国際協力大臣等政府要人のほか，主要外交団及び国際機関関係者が出席。 

 

３ 経済 

・ １１日にインドのニューデリーで開催された国際太陽光同盟（Alliance solaire internationale：ＡＳＩ）第

一回首脳会合に，トゥーレ外相，キュルティス民間投資促進庁（ＡＰＩＰ）長官等が，コンデ大統領に代

わり出席。また，トゥーレ外相及びキュルティス長官は，ギニア経済界代表と共に，インド経済界代表ら

との協議にも出席し，インドからギニアへの投資を呼びかけた。 

 

（了） 


